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〈摘 要〉
本稿は､ ｢保育内容演習 (表現) Ⅰ｣ 第 1 回目の授業において､ 筆者が新聞紙遊び
を提案し､ ふり返りシートの記述数が一番多かった ｢新聞紙を使った遊び探し｣ のグ
ループ・ワークを分析､ 考察したものである｡ 学生の相互作用の様相に着目しながら､
どのように遊びをみつけたのか､ 遊びをみつける過程でどのような学びが生起された
のかを視点とし､ 分析した結果､ 安心感を伴った活動であり､ 学生同士の相互作用に
より遊びを創り出していたことがわかった｡ また､ ひとりでは気づけなかったと思わ
れる遊びや気づきが生まれ､ 互いに認め合いながら学びを深めていたことが明らかに
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Ⅰ. 研究の背景と目的
筆者は保育者養成校において､ ｢保育内容演習 (表現) Ⅰ｣ を担当している｡ 保育内容
表現のねらい及び内容をふまえ､ 子どもが経験し身につけていく内容や指導上の留意点を
理解すること､ また､ 子どもの表現とは何かを理解することが到達目標である1)｡ 演習形
式であり､ ペア・ワークやグループ・ワーク､ 発表の機会を多く設定し､ 学生が能動的に
学修に取り組むことができるよう工夫している｡ 第 1回はオリエンテーションであるが､
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紙をどのように扱うのかを考えながら､ 新聞紙遊びの楽しさや面白さを体感する試みであ
る｡ 保育所保育指針の 3歳以上児の保育内容 オ 表現には､ ｢(イ) 内容⑤いろいろな素材





新聞紙遊びの実践について､ 井戸 (1998) は､ 学生の自由な発想から 26 の技法が出現
したことを報告し､ まず素材にふれて創意工夫をすることが､ 子どもと楽しむ表現や援助
を考えることにつながると論じている3)｡ 清水 (2012) は､ 新聞紙による音探しから合奏
を行った実践において､ 学生の音への気づきや遊びとしてのイメージの広がりについて述
べている4)｡ また､ 清水 (2013) は､ 新聞紙をふくんだ身近な生活素材を用いた音探しの
実践から､ 学生が子どもの遊びや表現活動そのものを幅広くとらえることができ､ 発想の
柔軟さや視点の広がりの獲得がみられたことを報告している5)｡ そして､ 南谷 (2020) は､
新聞紙遊びプログラムにおいて､ 学生が新聞紙の素材としてのよさや面白さへの気づき､
多様性や協働性に対する気づきがみられたことや､ 保育への期待の高まりが認められたこ
とを報告し､ 新聞紙遊びの意義を論じている6)｡ 関連研究では､ 身近な素材を用いた音づ




主体的に考える力を育成する大学へ～』 において､ アクティブ・ラーニングとは､ ｢教員
による一方向的な講義形式の教育とは異なり､ 学修者の能動的な学修への参加を取り入れ
た教授・学習法の総称｣ とある8)｡ 保育者養成校においても､ グループ・ディスカッショ
ンやグループ・ワークを取り入れたアクティブ・ラーニング型の授業はしばしばみられる｡
しかし､ 保育者養成校の学生について､ 表現活動におけるアクティブ・ラーニングの効果
を明らかにした研究は多くない｡ その中で､ 朝野 (2010) は､ 音楽聴取と物語創作による
グループ・ワークにおいて､ 学生が対人援助職に必要な資質にかかわる気づきを得たこと
を報告している9)｡ 大塚・三上 (2016) は､ 壁面制作を通した協働学習において､ 役割の
ローテーションにより､ 授業への参加意識や保育者視点の高まりがみられたことを述べて
いる10)｡ また､ 表現活動のグループ・ワーク時の学生の様相を明らかにした研究はみあた














2019 年度入学の 1年生と 2020 年度入学の 1年生の後期開講科目 ｢保育内容演習 (表現)
Ⅰ｣ (以下､ ｢表現Ⅰ｣ と表記) の第 1 回出席者を対象とした｡ 2019 年度は 41 名 (男性 9
名､ 女性 32 名)､ 2020 年度は 28 名 (男性 4名､ 女性 24 名)､ 計 69 名 (男性 13 名､ 女性
56 名) である｡
調査時期は 2019 年 9 月及び 2020 年 9 月である｡
2. 倫理的配慮
対象者に､ 研究目的や方法､ 結果の利用､ プライバシーの保護について､ 研究のみに使
用することを説明し､ 同意を得た｡
3. ｢表現Ⅰ｣ 第 1回の授業内容
｢表現Ⅰ｣ の授業を始めるに当たり､ シラバスを説明し､ 目的や目標､ 授業計画や評価
方法を伝えた｡ また､ 保育者としての自分を常に想定して授業に積極的に参加すること､
子どもが感じる楽しさを自身も感じ取っていくようにすることを伝えた｡




③ 筆者が新聞紙で音を出し (破る､ 丸める等)､ 学生はオノマトペで応える (新聞紙
の方を見ない)
④ グループ (4～5 人) で､ 新聞紙を自由にさわりながら､ 新聞紙を使った遊びをみ




⑤ グループ (4～5 人) で､ 新聞紙を自由にさわりながら､ 新聞紙を使った一番おも
しろい音を考え､ 発表する




以上が ｢表現Ⅰ｣ 第 1回の授業内容である6) 12)｡
なお､ ① ｢輪になってすわり､ 耳をすます｣､ ② ｢輪になってすわり､ 新聞紙をなるべく
音をたてないように回す｣ は､ シェーファー・今田 (1996) の 『音さがしの本―リトル・
サウンド・エデュケーション―』 からのエクササイズである13)｡ 以下にエクササイズを示す｡
ほんの少しのあいだ､ すごく静かにすわってみよう｡ そして耳をすましてみよう｡





音のイメージを想像する 32 出典：R.マリー・シェーファー・今田匡彦 (1996)
『音さがしの本―リトル・サウンド・エデュケーション―』 春秋社 p.45
4. 調査方法
2019 年度､ 2020 年度ともに､ ｢表現Ⅰ｣ 第 1回受講後の学生を対象に､ 授業の最後にふ
り返りシート (A5 版) を配布し､ 自由記述によるふり返りを記入させた後､ その場で回
収した｡ ふり返りを記入したレポート用紙は､ 筆者が読んだ後コメントを記入し､ フィー
ドバックをするために記名式で行った｡
2020 年度の ｢表現Ⅰ｣ 受講者については､ 活動の様子をビデオカメラで記録した｡ ま
た､ グループ・ワークにおいては､ ランダムに抽出した 2グループについて､ ビデオカメ
ラで撮影した｡ そして､ そのグループに ICレコーダーを渡し､ 活動の様子も記録した｡
5. 分析方法
まず､ ｢新聞紙遊びの実践｣ において､ ふり返りシートから､ どの活動の記述かをまと
め､ 学生の興味関心の所在と傾向を探り､ 一番記述数の多かった活動を対象とした｡ 分析
ソフトウェアとして､ マックス・プランク心理言語学研究所が開発した ｢EUDICO Lin-
guistic Annotator｣ (以下､ ｢ELAN｣ と表記) を用いた14)｡ グループ・ワークにおいて
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は､ 発話の他に､ ノンバーバルな相互作用が考えられたためである｡ ELAN を用いた表
現活動の研究としては､ 三森・香宗我部 (2020) の研究が挙げられる｡ この研究は､ 異学
年による歌唱活動において､ 児童の様相を分析し､ 教育的意義を考察したものである11) 15)｡
本研究においては､ ELAN (version5.9) を用い､ 学生の活動時の動画データと音声デー
タを同期させ､ 発話や身体的な行為をふくめた多層的な注釈を行い､ マルチモーダル分析
を試みた｡ 学生の相互作用の様相に着目しながら､ どのように遊びをみつけたのか､ 遊び
をみつける過程でどのような学びが生起されたのかを視点とし､ 分析を行い､ 考察した｡
Ⅲ. 結果と考察
｢新聞紙遊びの実践｣ において､ 学生の自由記述によるふり返りを､ 筆者が一文に切片
化し､ どの活動についての記述かをまとめた (表 1)｡ なお､ 記述内容がどの活動のもの
なのか判別できないものは除いた｡
学生の自由記述のふり返りからは､ 活動④の ｢新聞紙を用いた遊び探し｣ が最も多い記
述数であった｡ この活動はグループ・ワークであり､ 所要時間は約 15 分であった｡ また､
ランダムに抽出した 2グループは､ いずれも 4 人のグループであった｡ ｢新聞紙を用いた
遊び探し｣ について分析を行ったところ､ 学生の相互作用の様相や､ 遊びのみつけ方につ






① 輪になってすわり､ 耳をすます 8
② 輪になってすわり､ 新聞紙をなるべく音をたてないように回す 7
③ 筆者が新聞紙で音を出し (破る､ 丸める等)､ 学生はオノマトペで応える (新聞紙の方を
見ない)
30
④ グループ (4～5 人) で､ 新聞紙を自由にさわりながら､ 新聞紙を使った遊びをみつけ､
｢〇〇る｣ と動詞で発表する (遊びをみつけるためのヒントとして､ ｢〇〇る｣ と動詞で
発表することを伝える)
60
⑤ グループ (4～5 人) で､ 新聞紙を自由にさわりながら､ 新聞紙を使った一番おもしろい音
を考え､ 発表する
34





事例 1 は､ 活動の冒頭部分である｡ 活動内容の確認 (001～005) で始まり､ 学生 Dが
｢破る―｣ と遊びのアイディアを出すと (006)､ すかさず学生 Bが ｢めくる―｣ と違うア
イディアを出していた (007)｡ 学生 C は､ 一連の流れから活動内容を軌道修正し､ 共有
することができていた (009)｡ 008 から新聞紙をさわり始め､ 身体の様々な動きを伴いな
がら､ 様々な音が聞こえだす (008､ 012､ 015)｡ 手探りで始まった活動であったが､ 学生
Dが新聞紙を思い切り破ったことで､ 大きな笑いが起こった (015､ 016)｡ 大きな笑いが
起こったことで緊張が和らぎ､ 学生に ｢これでいいんだ｣ という安心感が生まれたと考え
られた｡ 安心して表現できる下地ができたことにより､ この後､ 新聞紙を用いて､ 様々な
表しができるようになっていったのではないかと推察される｡
事例 2 は､ 気づきの様相である｡ 学生 Bは､ グループの学生が新聞紙を破るのを見た
り､ 自身で新聞紙を破りながら､ 疑問が生まれたようであった｡ 006 において､ 言語化で
きたことから､ 気づきが明確になったと考えられる｡ 学生 Bの気づきに対して､ 学生 D








005 (B)：｢あ､ 違うわ､ るでしょ？｣
006 (D)：｢破る―｣
007 (B)：｢めくる―｣




012 (C) ：新聞紙を上下に揺らす (パリパリパリ)
013 (D)：｢破っていい？｣
014 (B)：｢いいよ｣












連のやりとりから､ グループ内で､ ｢ちぎる｣ と ｢破る｣ は ｢違う｣ ということが共有さ
れたと考えられる｡
事例 3 は､ 互いに認め合いながら活動が進む様相である｡ まず､ 学生 Aが ｢丸める｣
ということを思いつき､ 実際に ｢丸める｣ と発話し､ 新聞紙を丸めていた (001､ 002)｡
そこに､ 学生 Bが学生 Aのアイディアに賛同し (003)､ 次に学生 Cが､ ｢丸めよう｣ と
発話していた (004)｡ そして､ 実際に学生 Dが新聞紙を丸め､ さらに ｢投げる｣ という
行為を加えていた (005)｡ 新たに加わった ｢投げる｣ 行為を味わうかのような発話がみら
れ (006､ 007)､ 実際に遊びながら笑い声も出ていた (008､ 010､ 011)｡ また､ 手指を動
かしながら､ 感覚的に身体動作を伴って動いた結果 (005)､ その動作を他の学生が言語化







003 (B)：｢丸める､ あ､ いいね―｣
004 (C)：｢丸めよう､ じゃあ｣
005 (D)：｢はい｣ と言いながら､ 新聞紙を両手で丸め (グシャグシャグシャ)､ 投げる
006 (B)：｢投げる｣
007 (C)：｢投げる｣
008 (A) ：笑いながら､ ｢投げる｣
009 (B) ：新聞紙を両手で丸め (グシャグシャグシャ)､ 投げる
010 (C) ：笑いながら､ ｢ああ､ いいよ｣









008 (D)：新聞紙を持ち､ そうっと丸める (ガサガサ)
009 (B)：｢速めにちぎる｣
010 (C)：笑い声








事例 4においては､ 音楽の構成要素への気づきが認められた｡ 学生Aが､ ｢束ねる｣ こ
とを思いつき (001)､ 学生 Cが新聞紙をじゃばらに折ることで束ね､ 破っていた (003)｡
一連の流れを見ていた学生 Dが､ ｢ゆっくり折る｣ はどうかと提案していた (004)｡ 次
に､ 学生 Bは新聞紙を ｢たたくように｣ 折り､ 学生 Dは新聞紙を ｢そうっと｣ 丸めてい
た (005､ 008)｡ 学生 Dの発話や動作は (004､ 008)､ 速度に関する対比の無自覚な気づ
きであると考えられる｡ そして､ 学生 Dの ｢ゆっくり折る｣ に対して (004)､ 学生 Bが
｢速めにちぎる｣ と応答しており (009)､ ｢ゆっくり⇔速めに｣ という副詞や形容動詞を用
いた速度に関する対比への気づきが認められた｡ さらに､ 学生 Dは新聞紙を勢いよく破
るときとゆっくり破るときでは ｢違う｣ と発話し､ 実践していた (011､ 013)｡ 速度に関
する対比の無自覚な気づきが自覚化されたと推察される｡ 新聞紙を破るにも ｢速く｣ 破る
のと､ ｢遅く｣ 破るのとでは､ 身体動作そのものや､ 身体動作を伴って生み出される音の
聞こえ方が ｢違う｣ ということであると考えられた｡ その後､ 学生 Bは､ 学生 Dの速度
への気づきを模倣し､ 確認していた (014､ 015､ 017､ 018)｡
事例 5 は､ 活動中盤にみられた協働する遊びの様相である｡ 学生Aが遊びを提案し (0
01､ 002)､ 学生 Bが応答していた (003､ 004)｡ 学生 Cも遊び方に気づき (005)､ 学生 B
の ｢どっちが強いか｣ という発話で､ グループ内に遊び方が明確となり､ 共有されていた
(007)｡ 新聞紙を棒状にしたものをクロスさせ､ 学生 Aと学生 Bが引っ張り (008)､ 学
生 Aの新聞紙がちぎれる (011)｡ その後､ 学生Aはより頑丈な新聞紙づくりを試み (01











008 (A､ B)：棒状にした新聞紙をクロスさせ､ 互いに引っ張る (ガサガサガサ)
009 (C)：笑い声
010 (D)：笑い声
011 (A､ B)：互いに引っ張っていた新聞紙がAの方のみちぎれる (ガサーッ)




016 (A)：新聞紙を棒状にたたくように折る (バン､ バン､ バン､ バン)
017 (D)：｢全然頑丈じゃないよ｣
018 (A)：笑いながら､ 新聞紙二枚を棒状にし (ガサガサガサ)､ ｢二重にするからね｣
019 (D)：｢すごく大きくして｣




本研究では､ ｢新聞紙遊びの実践｣ の中から､ ふり返りシートにおいて､ 学生の記述数
が最も多かったグループ・ワーク ｢新聞紙を用いた遊び探し｣ に焦点を当て､ 学生の相互
作用の様相に着目しながら､ どのように学びが生起されているのかについて分析した｡ そ
の結果､ 安心感を伴った活動であり､ 学生同士の相互作用により遊びをみつけ出し､ ひと
りでは気づけなかったと思われる遊びや気づきが生まれ､ 互いに認め合いながら学びを深
めていたことがわかった｡ ｢音｣ に着目した活動でないにもかかわらず､ ｢音楽の構成要素｣
である ｢速度｣ に対する気づきもみられた上､ 協働する遊びも生まれていた｡ 学生が手指
を動かし､ 五感を働かせながら新聞紙という素材に向き合い､ 他者との関係の中で学びが
深まっていたと考えられる｡
スカーダマリア他 (2014) は､ 大きく 2種類のタイプの授業に分けて､ 前向きアプロー
チで授業を進めていく必要性を述べ､ 知識とは教えられて学ぶものではなく､ ｢創り出す
もの｣ だという考えがもとになっていることを論じている16)｡ ｢新聞紙の遊び探し｣ は､
学生が手指の感覚で実際に新聞紙をさわりながら､ 感じ､ 考える活動であり､ 遊びを創り
出す活動であったと考えられる｡ 頭で思いついた遊びを言語化し､ 行為として表現される
場合もあったが､ 手指を使って新聞紙をさわり､ 自身の行為を言語化したり､ 他者が言語
化していく場面もみられた｡ そして､ 他者が賛同し､ 遊びが広がったり､ 違った遊びが生
まれたり､ それらが合わさったような遊びも生まれていた｡ 遊びが生み出される順序は､
発話→表現ばかりではなく､ 表出→発話がしばしばみられた｡ まずはやってみること､ 誰
かが何らかのアクションを起こすことから遊びが生み出される協働的で創造的な活動であっ
たといえる｡
保育所保育指針 3歳以上児の保育内容において､ オ 表現 ｢(イ) 内容⑤いろいろな素材
に親しみ､ 工夫して遊ぶ｣ の解説 (2018) では､ ｢自分なりの素材の使い方を見付ける体






ると考えられる｡ 学生は､ 子どもが遊びを通して学ぶということを､ 子どもが感じる楽し
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さを感じ取りながら､ 再構築できたのではないだろうか｡ 活動中の学生は､ 動詞をリスト
アップしてから､ 新聞紙を使ってその動詞に当てはまるような遊びを探す様子がみられな
かった｡ 学生が､ 新聞紙と向き合い､ 手指を動かし､ 他者とかかわりながら遊びを創り出
していたことから､ 深い学びにつながったのではないかと考える｡
2. 今後の課題
今回の活動において､ ｢音楽の構成要素｣ である ｢速度｣ に対する気づきもみられたが､
学生の無自覚に思われる気づきを自覚化させ､ 全体で共有していく必要がある｡ 保育所保
育指針の内容の取扱い (2017) には､ 子どもの表現は素朴な形で行われることが多いため､
保育者はその表現を受容し､ 意欲を受け止め､ 子どもが生活の中で様々な表現を楽しむこ
とができるように留意する必要性が明記されている19)｡ 子どもの表しはシンプルで素朴な
ものである｡ 子どもの表しに気づき､ 認め､ 返していくことが保育者には求められる｡ ま
た､ 表出に意味づけや価値づけを行い､ 子どものイメージをふくらませ､ 表現へとつなが
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